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農林畜産食品部プレスリリース（2014年６月25日16時00分付け） 

京畿道 安城郡の肉用あひるでAI（H5N8亜型）判明 
出典URL: http://www.maf.go.kr/list.jsp?&newsid=155445758&section_id=b_sec_1&pageNo=1&year=

2014&listcnt=10&board_kind=C&board_skin_id=C3&depth=1&division=B&group_id=3&men

u_id=1125&reference=&parent_code=3&popup_yn=&tab_yn=N 

 

（機械翻訳等に基づく仮訳） 

 

農林畜産食品部（イ・ドンピル長官）は、６月25日に検査依頼された京畿道 安城（アンソ

ン）郡の農家における肉用あひるのAI検査の結果、H5N8亜型であることが判明したと明ら

かにした。  

当該農家内の肉用あひる2,294羽（８日齢）は殺処分され（半径500m以内に家きん飼育

農家はなし）、移動制限、疫学調査チームの派遣等の防疫措置がとられた。  

検査依頼されたサンプルが高病原性かどうかは、6月27日頃に判明する見込みである。 

農林畜産食品部は、高病原性AIが一部の地域で散発的に発生していることから、全国

の家きん農家を対象に一斉防疫実態点検を実施する予定であると明らかにした。  

 

※ 本情報は、韓国農林畜産食品部が、６月25日に公表した情報について、機械翻訳等に

基づき仮訳を作成したものです。 


